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中
国
古
代
に
お
け
る
王
の
呼
称

|
|
上
博
楚
筒

『鄭
子
家
史
』
を
中
心
と
し
て
|
|

草

野

友

子

て
上
博
楚
簡

『鄭
子
家
喪
」
に
お
け
る
「
王
」
と
「
君
王
」

新
川
十
文
献
「
上
問
楚
筒
」
に
は
、
春
秋
時
代
の
楚
王
に
関
す
る
故
事
が
多
数
人
円
ま
れ
て
い
る
《
そ
の
建
五
政
事
を
概
観
す
る
と
、
「
半
」

と
「
君
-
土
し
と
い
う
一
つ
の
呼
称
が
川
時
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
こ
に
は
何
か
意
識
的
な
使
い
分
け
が
あ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
コ

そ
の
千
が
か
り
の
っ
と
し
て
、
「
玉
」
と
「
若
王
」
の
呼
称
が
同
時
に
見
え
る
上
怖
楚
簡

a
邸
L
J
家
喪
r

を
ま
ず
取
り
上
げ
て
み

工
、
。
f
l
v
 

上
博
楚
簡

『鄭
子
家
喪
ド
(
馬
承
源
主
編

『上
海
博
物
館
蔵
戦
凶
楚
竹
吉
(
七
)
』
、
上
海
士
円
絡
川
版
社
、
二

0
0
八
年
l
一
月
)
は
、

19 

鄭
の
L
J
家
の
死
を
め
ぐ
っ
て
、
佐
の
荘
半
(
在
位
、
前
六

:
-
1
前
五
九
二
が
鄭
を
包
附
す
る
に
雫
り
、
さ
ら
に
鄭
を
救
援
し
た
背

に
両
裳
で
大
勝
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
つ
以
下
に
、
筆
者
が
確
定
し
た
本
文
を
掲
げ
て
み
よ
う
コ



20 

鄭
了
家
喪
、
辺
人
未
行
。
川
到
就
丈
夫
両
↑
7
んど一コ

H
、
ー
鄭
了
家
殺
其
昔
、
不
殺
ド
ト
い
欲
以

zi八
ド
人
、
以
邦
之
zM
明
、
以
ぷ
於
ム
F

ぺ

大
甲
山
定
邦
、
伎
為
議
決
正
〕
ん
f
鄭
子
家
殺
兵
有
、
将
山
山
立
寵
光
、
以
及
入
地
、
如
上
山
山
鬼
神
以
為
川
位
、
五
口
将
何
以
品
作
〕
山
町
叩
伸
之
折
、

将
必
為
附
v
L

片
山
起
阿
凶
山
町
ー
の
月
〉
鄭
人
訪
其
放

王
ム
叩
詳
と

uu、

山ruf
十
家
敗
緩
下
ヘ
ト
之
礼
、
弗
艮
鬼
神
之
小
松
川
、
決
械
設
八
刀
川

余
将
必
伎
子
家
均
以
山
肌
名
伏
於
ト
、
十
冊
減
援
於
F
〈
」
鄭
入
九
州
以
乙
J

良
為
賀
、
命
的
以
F

十
家
梨
木
一
二

J
、
蹴
索
以
紘
、
問
敢

l
門
市
山
、

出
叫
之
減
基
「
白
土
計
之
ピ
的
未
還
、
哲
人
渉
、
柄
引
絞
鄭
、
主
将
還

桜
ぷ
一
台
訴
事
〈
華
民
説
得
J
R霊
室
内
法
u
q
Z普
夏
、
大
敗
皆
川
叫
怠

(鄭

η
f山
本
史
し
、
辺
人
来
た
り
で
心
け
ぐ
υ

壮
王
ト
ん
犬
に
就
き
て
f

ノ
~
と
円
い
て
臼
く
、
ー
鄭
の

f
、
ポ
ザ
什
炉
、
の
山
右
具
合
殺
し
、

大
犬
好
い
は
円
、
吋
田
宮
川
相
、
山
一
郎
。

d
長
柄
引
勾

4計
一
必
阿
川

l' 
殺

日
び
以
て
ん
犬
に
白
げ
ん
と
欲
す
る
も
、
邦
の
病
を
以
て
、
以
て
ム
r
い
い
及
ぶ

v

ぷ
人
楚
材
ゆ
を
厚
く
し
、
諸
校
の
正
ー
と
為
さ
し
む

ム
ー
鄭
の
了
家
行
円
九
の
有
を
殺
す
も
、
将
に
口
円
九
の
寵
光
を
保
ち
て
、
以
て
地
に
入
る
に
及
ば

λ
ー
と
す
c

如
し
上
悩
鬼
神
以
て
怒
を
為

さ
ば
、
玉
什
お
い
に
仰
を
以
て
答
え
ん
わ
問
叩
の
病
と
蹄
も
、
将
に
必
ず
仰
を
為
さ
ん
と
す
f
L

と
r

乃
ち
知
一
を
起
し
て
鄭
を
凶
む
こ
と

二
日
月
。
鄭
人
百
九
の
放
を
請
、
つ
ぺ

T

仁
人
昨
1
v
t
tぷ
に
件
、
え
し
め
ご
円
く
、
一
鄭
の
L
J
京
大
卜
の
礼
を
頗
援
し
、
山
地
神
の
不
砕
を
国
民
れ

w
t
ノ

ず
、
其
の
討
を
牝
践
す

υ

余
将
に
必
ず
子
一
本
を
し
こ
成
名
を
以

E
i
に
枕
す
る
母
く
し
て
、

F
に
滅
覆
せ
し
め
ん
と
す
。
と

υ

ぶ
人
命
と
て
了
良
を
以
て
質
と
為
さ
し
め
、
命
じ
て

F
家
を
し
て
梨
本
一
づ
、
琉
索
以
巧
ふ
か
し
、
敢
え
て
了
門
戸
で
り
H
M
す
母
く
、

ょ
を
域
基
に
掩
わ
し
む
f

γ

仁

之
を
許
す
じ
ん
叫
よ
だ
還
ら
ざ
る
に
、
百
人

渉
り
て
、

将
に
却
を
紋
わ
ん
と
し
、
土
将
に
滋
ら
ん

と
す
っ
刊
古
川
町
蔵
官

N
q
d出
可
町
民
事
司
刊
誌
頭
部
M

H
吋
説
付

Jm-2察
側

目

以

M
T

時
国
型
車
封
切
さ
五
回

J

耳パザ
i
R
3
2〆
京
~
ぷ
日

u
w
g
q
d
r町、
之
、
こ
河
業
に
戦
い
、

大
い
に
辺
H

帥
を
敗

る



本
篇
に
つ
い
て
、
原
釈
文
担
ψ
I
者
の
陳
侃
芥
氏
は
、
波
線
部
の

'
申
以
起
之

(
T
1

駕
ん
ぞ
一
中
を
還
し
て
以
て
之
を
起
き
ん
ご
と
釈
読
し
て
い
る
つ
し
か
し
、
太
夫
の
発
一
口
中
に
、
什
壮
ー
土
を
寸
忍
T
仁」

「
半
鴬
還
軍
以
辺
之
」
も
大
小
人
の
発
百
箇
所
と
見
な
し
、
「
半
お
還

と
呼
ぶ
こ
と
が
一
回
、
「
王
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
一
回
と
な
っ
て
い
る
の
は
不
H
然
に
忠
わ
れ
る
。
文
脈
を
見
る
限
り
で
は
、
叩
乙
つ
け

が
た
い
が
、
「
若
王
」
「
王
」
と
い
う
呼
称
の
違
い
が
会
話
部
分
を
確
定
す
る
決
定
的
な
基
準
と
な
り
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
内

そ
こ
で
ま
ず
、

卜
博
楚
簡
に
お
け
る
「
王
」
と
「
君
王
」
と
い
、
っ
呼
称
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
じ

中同古代における干の呼称

二
、
上
博
楚
簡
に
お
け
る
「
君
王
」
の
呼
称

で
は
、

守邸
了
家
長
r

以
外
の
上
博
楚
簡
の
1

止
献
に
お
い
て
、
「
土
」
に
対
す
る
呼
称
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

R
E聞
の
問
答
を
記
す
文
献
を
保
認
す
る
と
、
ト
し
博
楚
簡

『魯
邦
大
u

』
で
は
、
魯
の
哀
公
に
刈
し
て
孔
チ
が
使
用
す
る
呼
称
は
「
公
」
、

上
博
悠
簡

『競
建
内
之
ド

『飽
叔
牙
守
隈
朋
之
諌
'

で
は
、
斤
の
桓
公
に
対
し
て
飽
収
牙
隈
朋
が
使
用
す
る
呼
称
は
「
公
」
、
上
問
楚

で
は
、

E
H
の
属
公
に
対
し
て
苦
成
家
父

簡
-
姑
成
家
父
'

(
衛
艦
牛
)
が
使
用
す
る
呼
称
は
「
若
し
も
し
く
は
「
主
若
L

で
あ
る
の
こ
れ

ら
の
文
献
は
、
魯
の
民
公
、
斉
の
相
公
、
正
日
の
属
八
ム
と
い
う
T

仁
川
す
を
称
し
て
い
な
い
君
主
と
の
同
然
体
で
あ
る
た
め
、
寸
王
」
や
寸
行
王
」

と
い
っ
た
呼
称
は
校
場
し
な
い
コ
「
王
」

や
「
君
王
」

の
呼
称
が
頗
山
す
る
文
献
は
、
楚
王
故
事
で
あ
る
。

一C
C
八
年
ま
で
に
公
開
消
み
の
卜
博
楚
簡
中
の
楚
王
故
事
は
、

『荘
7
1
既
成
』
『鄭
L
j
」家喪
』『
申
公
判
霊
王
』『
平
王
問
鄭
寿
』『
平

τ
L

守
干
T
I
4
』

Jm-上
段
室
し
っ
昭
半
与
襲
一
之
降
L

『耳
打
入
者
何
必
安
哉
』
『
束
大
ー
上
泊
早
'
の
九
篇
で
あ
る
c

以
下
、
法
-
土
故
事
の
川
例

を
碓
認
し
よ
う
の
な
お
、
」
荘
で
し
既
成
』

E

平
T
1
5
王
子
木
』
に
は
「
君
で
し
し
の
呼
称
が
見
え
な
い
た
め
、
検
討
か
ら
は
除
外
す
る
U

(

口

21 

は
竹
筒
の
欠
損
字
部
分
、
[

]
内
は
文
窓
に
よ
っ
て
補
っ
た
文
字
、
・
は
竹
簡
が
連
続
し
な
い
こ
と
を
不
す
。
)



つつ
凶】

上〕抑市川町批判
J

点
、
隙
公
r
十
事
川
川
皇
子
ぺ
王
子
四
奪
之
、
隙
公
争
z/~

。
1
了
間

ν
為
正
リ
隙
公

f
室
見
士
。
で
て
臼
、
日
開
公
!
芯
夫
椋
遂
之

ー
γ
へ
一
被
公
円
、
一
庄
一
小
知
四
国
之
将
為
古
川
如
何
知
悶
出
之
為
有
、
ば
将
有
致
長
へ
」
王
臼
、
一
不
刊
誌
以
失

υ

時
公
是
一
ワ
栄
之
っ

今
口
阪
公
事
不
穀
、
必
以
円
五
心
。
際
公
脆
拝
、
起
答
、
「
怜
お
間
出
回
。
間
出
免
ウ
託
、
不
以
警
告

何
晶
休
心
t
/
」有。
L

小ノ
ι
…胤
W
T
L
L

就
鄭
寿
、
猷
之
於
宗
腰
、

μ
、
「
阿
川
敗
同
前
於
楚
邦
、
知
鬼
神
以
取
怒
、
思
光
γ
!
L
所
対
、
五
日
制
改
一
限
付

J

一
期
右
的
不
敢

答
、
一
土
岡
献
と
符
σ

[

鄭
寿

μ
、
〕
諾
。
波
新
都
決
陵
臨
門
用
、
殺
F

江
戸
宛
・
少
防
年
…
…
忌
〉
」
干
し
日
、
不
能
。
伊
仰
が
{
円
]
、
「
加
が

時

間

出

ZU邦
僻
難
r

華
社
n
有
快
、

ι

全
半
、
明
授
、
主
投
見
鄭
寿
、
空
品
、
拠
路
以
泊
、

PL
与
と
」
州
市
ノ
少
、

PLυ
百
、
一
山
引

冬
日
、
邦
必
亡
し
、
技
生
J

何

者
L

答
凶
、
「
ロ
為
間
出
医
、
介
倫
名
、
間
出
港
肘
、
辱
於
右
上
九
円
筒
出
所
改
多
多
、
関
川
出

保
邦
。
」

γ
仁
川
又
、
一
郎
孜
H
W
免
、
後
之
人
何
者
。
終
日
、
一
!
片
P
J
m

喪
、
謙
恭
淑
徳
、
民
口
右
組
問
明
干
〉
」

勺守山町
γ
工
為
室
於
死
活
之
治
、
室
既
成
、
将
落
之
、
王
誠
邦
し
ん
犬
以
飲
酒
じ
既
掛
胃
落
之
、
王
入
将
孫
、
有
一
君
了
喪
服
滅
廷
、
将
司
州
問

般
人
止
之

H
、
「
町
岡
田
的
人

2

中
、
宮
之
服
不
可
N
d
色
っ
小
止

H
、
一
小
人
之
告
空
将
肉
、
於
今
日
ロ
ん
小
必

d
小
人
、
小
人
将
池
訟
の
」

殺
人
弗
敢
仕
刊
で
庄
一
、
ト
令
予
様
相
為
視
日
土
門
、
ふ
涜
之
母
辱
聞
出
国
不
送
、
僕
之
父
之
骨
j

止
於
此
い
や
之
潜
十

ν

僕
将
検
亡
老
口

口
円
以
僕
之
不
得
、
リ
パ
僕
之
父
母
之
骨
私
自
品
川
。
ト
ム
μ
者
不
為
之
:
口
。
若
不
為
伐
F

一
円
、
僕
将
初
判
「
弓
」
ト
令
予
為
之
ヰ
ロ
ゥ
{
三
]
日
、

江
円
ポ
知
其
か
哀

η

介
小
付
待
均
落
話

f

従
事
c

T

仁
徒
RFU
於
平
山
段
、
半
以
太
夫
飲
相
川
於
半
以
一
c

四九
l
h
i
悦
段
'
h
T

一
、
土
昭
主
脈
逃
山
一
袋
之
肝
駁
匹
、
将
収
車
。
十
八
予
過
之
、
被
制
問
衣

斜
計
介
趣
岡
田
、

京
獲
引
説
l

ぷ
罪
。
間
関
、
犬
十
於
正
冬
而
技
悩
衣
。
土
存
一
世
7
4之
な
総
。
担
比
l

ぷ
粋
紋
之
、
其
有
地
ム
土
逃
れ
f

ι

士
ム
叩
棒
、
之
町
市
見
。

大
ず
入
自
主
、
樺
川
滋

V
将
取
阜
、
仮
制
衣



大
手
間
之
、

口
訟
於
、

在
毘
為
岡
田
守
司
よ
い
ね
、
鼎
一
一
其
容
於
死
。
或
味
死
一
プ
ペ
雌
民
間
ぷ
際
交
、
也
、
以
活
問
出
υ

今
聞
出
有

ん
叩
作
ほ
見

此
別
決
之
罪
」

t
日
、
ー
ト
ん
J
T
t
F
ん
一
百
件
、
判
設
布
お

τ
八
加
川
畑
於
従
邦
、
総
古
川
比
六
王
廷
手
於
潟
、
芯
邦
之
良
庄
所
暴

M

，H
。
古
本
右
以
愛
υ
いパ了

ρ

惜

件

阪

h
マ
五
下
同
車
、

L
K

以
内
]
火
、
思
邦
人
皆
克
之
、

u
u
湾
、
九
叩
隔
日
ノ
」
峠
阿
見
。

f
J
片
品
川
え
円
、
ー
間
出
有
円
f
h

一
回
而
不
践
、
命
為
間
回
投
之
、
政
告
M

伏
見

UA
」
刊
乃
山
刊
而
見
之
到
日
、

1
1
ほ
乗
、

κ円
安
布
川
一
木
、

ニ
凶
而
不
践
説
、
L

落
来
日
、

1

楚
邦
之
中
、

LH食
H
五
頃
、

M
l
斡
衡
於
前
一

Jm出
官
札
定
、
不
聡
設
鎖
、
ぷ
戸

J

此
其

尚
一
宮
ο
}上

1'1吋古代における|の呼称

止
は
之
君
、
石
刻
之
主
、

V
H
2
1
品

。

岡

田

有

袋

、

侯
P

士
一
ム
入
、

美
小
尚
之
、

TZ所
以
為

U
州
問
也
一
、
間
出
隆
文
祭
、
山
小
為
H
ハ
楽
〈
此
民
法
践
し
光
で
為
此
、
人
出
之
安
邦
、
釘
之
利
民

U

ムf
閉
山
尽
ム
人
品
一
斗
一
H
之
欲
、
人
以
一
刷
出
会
間
以
倣
n

民
有
不
能
也
、
山
霊
己
主
主
、
民
説
山
田
主
一
芝
、
岡
田
川
府
不
長
刊
、
町
出
。

一
人
村
内
向
不
出
。

此
其
一
達
成
仁
川
徒
之
来
、

y

川
又
ト

史
行
午
ド
じ

i
失
、
己
ぃ
小
敢
位
打
身
一
君
入
者
似
必
安
改
装
・
材
幽
・
一
一
品
、
数
死
於
人
手
、
先
若
霊
七
、
乾
日
以
沼
南
崩
君
人
昔
前
川

以
U

安
説
こ
L

ゆ
節
ト
人
主
泊
u
i
、
命
亀
井
続
長
於
大
夏
、
平
ト
い
h

，h
r
平L

P

同

H
而
立
ギ
テ
バ
至
活
魚
予
知

t
之
災
於

U
山川明
t

折
、
段
念
突
ハ

話
厘
イ
戸

知
γ
七
よ
病
勝
一

J

亀
ず
速
ト
古
川
出
深
次

J

王
以
間
続
刊
で
品
、

1

不
穀
操
H
4
下
病
問
刷
、
夢
高
山
淡
民
J

r

A

U

所
作
一
成
於
膚
山
者
、
川
町
…
右
名

1

2.3 

宮
山
十
命
於
開
国

2
、

L

封
行
、
知
山
居
、
速
い
品
川
之
口
百
探
一
匁
冊
、
設
す
答
日
、
「
祭
出
心
JUH
日
常
話
教
殺
祭
c

以
間
出
ぷ
身
一
絞
祭
、

よ
嘗
布
。
t

で
で
↓
人
以
牛
円
安
沢
片
J
陵
日
ア
壬
高
、
「
卿
為
私
使
u

人
将
受
忍
u
t

陵
H
a
竣
ず
山
山
江
川
ス
一
口
一
刀
止
円
、
い
ん
山
下
、
若
聖
人
目
良
υ
K
L
J
、

将
夜
於
利

v

トA
…γ
初
段
J

ペ
寸
判
明
入
山
議
僕
之
己
於
間
回
、
関
川
出
之
総
従
ム
f
U
己
採
ド
阪
弁
与
註
汁
ノ

H
て

k
u
故

子

駅

名
渓
欲
祭
於
定
判
沖
者
不
J

O

巾

j
凶
ι印
ト
シ
ι
於
大
官
品
。
知
慶
、
将
鉱
山
之
r

品且
H
T
許
品
、
訟
而
ト
ー
ぷ
、

取
訟
而
ト
之
、



~~>1 

間
ん
ど
口
」
太
り
や
三
、

1

間
出
冗
羽
、
不
以
立
(
身
変
益
予
hy~vdM
段
差
予
為
楚
邦
之
地
い
伸
、
土
、

ι

小
敢
以
回
出
ん
ど
身
変
乱
向
地
神
之
山
市
故
〉

た
上
帝
地
神
高
明
帯
、
将
必
知
之
コ
悶
出
之
病
将
従
今
日
以
じ
っ
令
刊
T
fナ
林
間
同
町
ト
ム
ザ
!
f
止
、
♂
品
人
在
高
亦
有
下
手
一
太
山
半

間
出
比
耳
、
川
台
、
大
夫
何
出
予
σ

」
令
主
主
州
、
「
昨
将
為
容
ど
円
L

太一一一一

E
而
調
之
、
遅
延
邦
之
将
軍
、
作
色

答
日
、

川
一
一
円
い
於
伝
「
玉
事
何
必
三
軍
有
大
事
、
邦
家
以
粁
転
、
社
複
以
危
品
川
)
邦
山
ふ
ん
u

、
凶
川
ベ
官
官
於
邦
、
。
主
諸
、
将
鼓
山
川
渉
l
/
一、

到
夢
=
同
未
小
川
口
)
刊
以
A
円
相
従
1
7
巾
余
、
「
ん
f
夕
、
ギ
穀
夢

ι此
州
川
干
し
相
徒
・
小
余
答
、
「
間
回
当
以
問
太
宰
背
校
、
彼
聖
人
之

壬
孫
。
将
必
殺
而
渉
之
、
此
い
判
。
主
宰
進
肘
ハ
ヘ
ー
此
所
謁
之
↓
下
母
川
市

dh命
之
、
修
治
侯
之
君
之
不
箆
治
者
、
而
四
円
之
以
↓
1
0

夫

雌
母
字
、
一
間
百
姓
移
以
去
邦
家
、
此
お
訂
者
之
訓
川

ν

土
叫
一
郎
史
、

Jmiuv
認
太
平
、

人
不
能
治
改
而
山
姓
以
粍
へ
一
決
ト
公
!
遜
、

行
進
た
山
昔
、
「
氏
刺
川
為
、
歳
十
何
日
投
。
」
太
山
羊
答
、
「
如
開
田
修
部
郊
、
方
若
然
盟
、
四
国
母
絞
災
半
、
市
介
回
一
如
徒

aml人
ふ
与
五
山
一

小
子
及
寵
位
什
属
均
成
執
探
叶
k
u

土
計
話
、
修
山
郊
一
一
日
、
主
有
眠
町
色
、
馬
者
有
喝
人
ハ

一
日
大
雨
邦
没
之
η

成品刷制肱川川一一温、

川位指山吉説、

中
ノ
」
巾
公
伍
諜
土
一
は
、
楽
的
l
i
子
川
内
へ
後
の
諜
土
(
ル
ド
ι
旬
、
前
主
向
。
(
リ
削
主
一
九
)
)
と
旅
公
子
山
(
守
山
口
伐
)
と
の
慌
に
起
こ
っ

た
捕
虜

の
自
宅
情
出
)
を
め
く
る
下
い
に
つ
い
て
記
す
文
献
で
あ
る
〉

引j

問
、
恥
寿
は
、
廷
の
引
j

(
存
位
、
議
五
二
八
l
議

k

z
ハ
)
が
閉
山
の
ー
側
敗
」
に
つ
い
て
鄭
寿
(
ト
予
の
初
従
)
と
問
符
し
、
都
心
か
ら
の
諌
一
マ
ケ
子
子
宮
又
け
入
れ
な
い
十
土
の
姿
が

L
E
B
4
:、、寸

tyo々
オ
1
L
Z

J
m
l
段
以
【
「
一
は
、
楚
の
紹
i
-J士
l
d

、υ
列
伝

〆

4
l
i
l
-
-

HAju問
凶
八
九

に
よ
る
新
〕
日
造
営
の
溌
に
、

そ
の
地
に
お
い

て
父
母
の
A
L
H
丸
を
願
い
出
る
一
れ
，
j

が
登
場
す
る
説
ィ
寸
山
で
あ
る
川

=昭

h
J
襲
tA間
叶

E

は
、
杭
だ
の

M
iと
そ
の
偽
者
で
あ
っ
た
曲
川

IA
析
と
に
段
す
る
説
話
で
あ
る

r

有
人
者
'
川
川
必
安
哉
=
は
、
楚
の
陪
王
に
対
し
て
芯
乗
(
片
品
川
λ
T
)

が」誠一
μ

す
る
と
い
う
内
容
で



あ
る
。

-東
大
T

人
出
早
』

(
在
校
、

v削
凶
:
-
一

l
v削
凶

O
八
)

の
時
代
に
起
こ
っ
た
早
魅
の
際
の
出
来
事
に
つ
い
て

は
、
楚
の
簡
王

記
さ
れ
て
い
る
つ

以
上
の
は
村
正
で
故
事
で
は
、
状
況
を
説
明
す
る
文
中
、
す
な
わ
ち
地
の
文
で
は
「
で
」
、
会
話
部
分
で
臣
下
が
王
に
対
し
て
呼
び
か
け

る
際
に
は
「
君
王
」
と
い
う
よ
う
に
、
明
ら
か
に
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
寸
東
大
五
泊
H

干
'
に
つ
い
て
は
、
【
A
】
の

箇
所
の
み
状
況
説
明
の
文
中
に
「
君
下
」
の
記
載
が
見
え
る
じ
し
か
し
、
こ
れ
は
唯
一
の
例
外
で
あ
り
、
他
の
用
例
で
は
意
識
的
に
「
若

で
し
し
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
川
々

T 
L 

の
み
で
あ
っ
た
も
の
が
、
竹
簡
に
書
写
す
る
際
に
「
君
-
土
し
と
誤
乃
さ
れ
た
叫
能
性

中同古代における干の呼称

が
高
い
。
な
お
、

h

東
大
王
泊
半
h

の
会
話
文
中
に
度
々
山
て
く
る
寸
君
」
の
町
称
は
、
-
土
が
臣
下
(
安
利
・
陵
山
T
L
J
高
)
を
呼
ぶ
場
合
、

(
ト
ん
ザ
l

・
陵
予
・
芯
宇
)
が
互
い
に
時
ぶ
場
合
、
若
干
を
指
す
場
合
(
「
諸
侯
之
れ
」
「
為
若
者
」
)

の

J
油
り
が
あ
る
。

同
下
川
土

以
上
の
よ
う
に
、
上
博
楚
簡
中
の
鐙
半
故
事
で
は
、
「
干
」
I
Y

」
「
若
干
」
ー
と
が
明
ら
か
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
七
」

と
「
若
王
」
と
い
う
呼
称
が
、
会
話
部
分
を
見
分
け
る

つ
の

H
安
と
な
る
の
で
あ
る
c

従
っ
て
、
「
耳
打
下
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
筒

所
は
、
た
だ
ち
に
会
話
部
分
で
あ
る
と
認
『
注
で
き
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
卜
刊
楚
筒
-
鄭
了
家
喪
'
の
大
夫
の
発
百
品
川
所
は
、
「
若

下
之
起
此
師
、
以
L
J
家
之
故
っ
今
背
人
将
救
子
家
、
君
王
必
進
師
以
辺
之
っ
」
と
す
る
の
が
辰
も
妥
当
な
解
釈
と
言
え
よ
う
。

、
伝
世
文
献
に
お
け
る
「
君
王
」
の
呼
称

で
は
、
伝
世
文
献
に
お
い
て
「
若
王
」

の
呼
称
は
と
の
よ
う
な
時
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
-
左
伝
h

の
用
例
を
碓
認
し
て
お
こ
う
n

-
十江伝
』
に
お
い
て
「
若
T
1
L

の
呼
称
は
、
楚
に
閲
す
る
記
述
中
に
見
え
る
の

25 



3行

初
、
楚

f
将
以
湖
町
山
為
ト
A
L
J
、
訪
諸
令
す
了
ト
J
L
J
i
円、

d
H之
歯
米
也
、
刈

J

リ
人
事
一
愛
、
川
町
乃
乱
山
出
楚
同
ぷ
挙
、
作
配
少
者

口
走
人
出
、
廷
判
山
刻
声
、
忍
人
也
、
不
可
立
山
時
一
弗
服
〈
段
、
又
欲
立
[
下
職
、

'M剛
訓

太

f
批
怜
へ
夜
住
尚
之
版
本
察
、
自

其
開
港
崇
日
、
「
恭
之
何
問
山
内
小
之
O
L

潜い
h
u
u
、
「
宇
江
芋
而
勿
敬
也

J

」
従
ノ
}
〉
れ
H
j
怒
υυ
、
「
岬
町
、
役
夫
、
宜
四
国
と
欲
殺
主
而

一
リ
税
也
u

h

口
滞
京
日
、
戸
川
尖
c
潜
崇

u、
一
能
事
諸
乎
c

H
、

不
能
。
能
行
千
。
円
、
「
不
能

f

二
能
行
1
人
事
市
J
J
日、

'前三
L

冬、

i
丹
、
以
宵
甲
四
成
ー
土
r
d
1
4

同
食
熊
路
市
死

f

弗
附
脳
、
(
「
F

な
伝
E

r

止
ハ
小
山
元
勺
1
伝
)

こ
こ
で
の
楚

f

k
は
楚
の
市
川
王

成
王
を
「
君
L

と
呼
び
、

h
H
半
(
成
王
の
妹
)
が
成
ー
の
こ
と
を
一
百
う
深
に
は
1
訪
で
し
の
呼
祢
が
使
則
さ
れ
一
工
い
る

v

~
I
L人
、

'
j

、J

7
4よ
れ
い
行
ノ
1
1

年
J

前
六
一
六
年
O

H

J

主
の
前
々
代
)
を
桁
す

f

了
上

楚
の
令
予

J

は

叫町民

f
之
為
令
ヂ
也
、
為
主
杭
以
川
f

芋
ヂ
畑
、
f'J
断
ー
ぷ
、
円
、
二
回
向
耳
打
、
江
ハ
誰
堪
ー
ぷ

η

」
及
出
作
、
為
挙
事
l
J
一
白
、
結
亡
人
以

実ーぷ
τ

挫{山
j

フ
)
閥
人
お
、
臨
r
一J
執
之
、
吉
山
弗
守
、
円
、
「
執
人
於
土
胃
、
汁
合
界
大
字
、
ピ
執
而
認
可
品
正
一
問
L
将
飲
洞
、
川
県
宇
辞
日
、

ーがう
j
統
的
、
諸
伎
-
汁
封
、

l
H
之
制
也
封
硲
之
内
、
何
非
祖
上
ぺ
食
仁
之
色
、
議
非
君
出
っ
放
4

同
日
、
「
北
門
天
之
ト
、
世
史
非
正
仁

率
上
t
/
~
浜
、
莫
非
土
柑
ゴ
天
有
十

H
、
人
右
l
生
7
3

ト
所
以
平
上
、
上
所
以
北
川
伸
也
。
故
i
庄
公
、
公
医
大
夫
、
大
夫
何
十
、

t
i
庄
卒
、
白
阻
興
、
間
八
仲
議
、
裁
回
僚
、
位
陣
ロ
僕
、
僕
何
日
ム
H
c

馬
有
国
、

f
a
有
牧
、
以
符
yH
明
。
今
必
可
日
、
「
久
間
間
執
人
於
ニ
一
一
品
。

マ
付
与
一
執
之

f

周
よ

ι

士
1
/
~
法
日
、
ー
ム
刊
亡
、

k
h
刻
、
戸
川
以
判
明
示
八
下
也
。
正
口
元
右
文
T

仁
作
僕
区
}
/
~
法
、
日
、
一
盗
一
沙
門
同
様
、
与
仇
山
間
罪
一
、

所
以
対
汝
也
円
古
川
牝
布
司
、
是
械
、
所
以
遠
…
怯
也
r

逃十一聞か
γJ

之、
u

治
献
活
人
行
訟
に
仁
工
事
無
乃
問
問
ず
に
け
円
武
玉
川
以
討
y
r
一
山
訂
以
内
認
候
日
、

刻
一
為
ベ
ト
室
、
t
、

MAE薮

uL校
長

2n回
出
始
ぷ
諸
侯
而
別
刻
、

2227uu品以
び
人
之
法
取
之
、
盗
有
所
有

実
一
王

H
、
ー
収
山
川
医
以
往
丹
波
右
龍
、
未
可
村
山
叫
す
一
遂
放
之
3

(

京
伝
ー

川
公
七
台
伝
」



こ
こ
で
の
楚
f

y
い
は
楚
の
設
王
で
あ
り
、
鮭
一
J

の
F
H
Y
)

い
か
禁
の
霊
王
に
対
し
て
一
d
う
、
す
な
わ
ち
庄
卜
が
ね
湿
の
一
ー
に

対
し
て
戸
、
っ
と
き
に

1

討

1

若
[
一
の
呼
称
が
伎
わ
れ
て
い
る
〈
会
議
文
中
の
つ
l
」
は
広
義
で
の
下
、

1

同
文
i
一
は
田
川
の
文
ー
上
、

-
h
ん一行
1

叫
ん
之
」
は
治
的
文
、
「
武
王
は
同
の
式
f

を
出
制
す
、

、
の
抽
出
に
ー
叶
れ
で

の
呼
称
は
、
成
公
九
守
伝
、
長
公

1
人
年
伝
、
脳
公
十

}
l
j
f
h

円、
M
H
A
A

f
r
t
Hノ

J

F

{ム

u{{ 
うと

伝

Ai1 
?と

十

iEハ

4
伝
、
哀
一
八
ム
六
年
伝
に
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
法
i

(
共
王
康
王
本
f
-
干
ー
上
町
i
)
に
い
利
し
て
使
川
さ
れ
て

い
る
間
円
で
あ
る
の
伎
は
半
く
か
ら
ー
土
口
勺
を
俗
称
L
、
楚
の
武
ー
土
の

(
在
位
、
前
七
凶
O
年
J
J
抗
ヘ
九
〈
い
い

に
は
す
で
に
王
せ
を
称
1
J

1'1吋古代における|の呼称

て
い
た
と
さ
れ

従
っ
て
、
っ
君
王

の
昨
称
も
、
禁
に
お
い
て
ト
い
く
か
ら
定
蒸
し
て
い
た
と
与
え
ら
れ
る

J

寸川里山

の
例
を
え
て
み
よ
う
υ

『
出
話
r

恋
品
叩
ト
ー
に
は
、
次
の
よ
、
つ
に
あ
る
「

、'.
d、
~"-、

旦
パ
人
人
楚
、
間
五
市
丹
閉
J
h

山
山
一
公
之
治
法
制
付
紙
七
、
お
公
平
止
I

乙
v

懐

H
、「

jTU仁
殺
計
父
、
在
凶
別
丑
打
、
在
外
別
姉
也

v

い地時四

市
沖
帆
柱
、
非
人
也
υ

」
町
時
公
円
、
「
犬
下
投
与
臼
、
不
為
外
内
行
、

ギ
A
，
晶
日
約
手
、
必
科
之
、
有
山
守
山
V
一υ

日
犬
白
紋
以
卜
川
則
右
鋭
、
非

是
ア
ハ
師
、
-
F山
出
上
為
試
、
上
虐
ト
為
討
、
市
況
羽
了
。
付
柏
山
対
臣
、
何
制
附
之
為
。
若
皆
縦
君
、
別
河
i
F之
有
乎

f

ム
ロ
先
人
以
葬

事
科
、
成
名
於
尚
校
、
口
問
伯
比
以
来
、
ー
が
ノ
十
人
協
c

今
一
阪
以
口
ん
川
町
ぷ
、

K
V
可
L

保
市
町
服
、

H
、「五
U

思
父
、

小
能
顧
史
、
」
郎

公
以
で
十
件
関
U
A
I
崎
山
賞
及
城
・
品
市
、

7
西
諌
円
、

君
ム
什
一
叫
、
戎
町
出
門
一
口
也
、
或
一
町
線
也
u

岡
出
均
之
、
叫
計
一
件
健
失
n

L

T

仁日、

ート冗
F

す
則
之
一

子町中
J

百
知
し
よ
十
人

J

以
礼
於
君
、
成
礼
於
父
、
均
之
、
不
亦
司
ヂ
ハ
」
=
凶
議
一
忽
諸
下
〉

こ
こ
で
の
王
L

若
t

誌
で
し
ー
は
昭
王
を
指
し
、

f
西
へ

γγ
仁
の
子
、
川
町
七
の
庶
児
)

が
間
半
に
対
L
て
一
川
君
主
L

と
同
町
ん
で
い

2i 

楚
誌
に
お
い
て
、
正
ト
が
怨
T

仁
の
こ
と
を

1

若
と
川
町
ぷ
測
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
寸
君
王
の
川
町
称
が
川
市
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、

ヴ

-:.J 
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」
の
例
の
み
で
あ
る
口

方
で
、

1

れ
土
の
呼
称
は
同
ハ
認
・
総
請
に
多
く
え
ら
れ
る
ー
例
え
ば
、
円
ハ
諸
に
次
の
よ
う
に
あ
る

民
主
ト

L

人
主
起
制
伐
越
、
越
正
勾
間
四
起
刺
激
之
戸
大
小
九
極
乃
獄
中
品
日
、
「
犬
同
ハ
之
1
J
越
唯
夫
所
授
、
平
ぃ
其
隣
府
戦
τ

犬
申
屯
寺
市

夜
間
服
共
同
之
上
於
市
兵
、
両
未
嘗
λ

判
所
州
北
也
ロ
夫
人
品
円
射
、

H
ト
大
決
始
、
勝
未
吋
成
也
ロ
夫
謀
必
率
見
成
予
お
、
河
後
版
之
、

不
可
以
校
九
州

3τ
ハ
小
如
設
次
、
約
辞
行
成
、
以
ぃ
且
一
門
其
及
、
以
広
格
同
九
五
之
心

江
U

以
ト
之
於
天
、
よ
八
サ
ト
東
具
、
、
必
許

I

甘
口
成
而
不
買

門
疋
官
、
将
必
定
然
ム
引
伯
諸
侯
之
心
心
っ
既
液
弊
比
八
日
山
而
天
吾
J

之
食
、
安
受
其
燈
、
山
川
川
、
有
命
失
。
議
丁
仁
詩
諾
、
乃
命
誌
務
器
わ

成
M
W
呉
日
、

甘
持
活
句
践
使
下
位
兆
五
敢
顕
然
お
幣
行
札
、
段
以
内
告
於
下
執
事
円
、
土
口
者
越
国
見
禍
、
付
山
非
於
ー
λ
玉
じ
天
王
認
趨

王
洲
、
以
心
孤
勾
践
而
又
宥
放
と
じ
回
出
よ
於
般
也
、
間
帯
起
死
人
而
肉
九
月
円
出

J

孤
不
敗
忘
九
州
丸
、
比
九
敢
忘
回
出
之
大
賜
乎

v

ムJ
制
側
申
川
市
長
良
、
草
郡
td
人
、
敢
忘
苅
利
之

λ
徳
間
思
辺
岳
三
小
怨
、
以
量
得
則
非
於
卜
執
事
制
刷
刷
用
帥
三
之
老
、
説
委
主

罪
、
服
組
於
辺

ν

今
岡
田
不
祭
、
品
川
悠
尽
」
具
、
将
残
伐
陥
他
国
へ

蔵
川
町
貢
献
之
邑
悦
、
聞
出
不
以
腕
辛
使
之
、
両
辱
軍
十
伎
吋
也

令
十
吋
句
町
内
正
日
一
山
町

介
縞
女
、
執
仇
耳
六
円
ザ
以
政
姓
於
一
向
。

介
日
始
川
力
、
半
繋
匹
以
川
問
諸
州
問
、
春
秋
民
山
獄
、

小
師
酢
於
三
之
町
一
)
天
ー

川
行
辱
武
之

f

亦
一
位
以
同
侯
之

?ι山出
c

夫
議
日
、
町
料
理
l

ぷ
而
狐
靖
之
、
是
以
無
戎
功
。
ム
f
f
大
t
洗
封
桐
越
向
、
以
呪
苅
於
天
下
、
而

又
刈
r
L
之
、
是

z

人
r

土
よ
い
然
成
労
也
r
斑
州
方
y
ぷ
諸
伎
、

m
別
何
官
以
一
字
削
宍

v

敢
使
h
B
回
以
辞
、
消
天
王
柔
利
度
義
罵
L

(

J

凶
諒
一

民ハ証一山}

こ
こ
で
は
、
ま

γ
、
抽
出
の
じ
人
夫
被
が
越
王
匂
践
を
川
町
ぶ
深
に
「
i
L
と
口
っ
て
い
る

r

そ
し
て
、
越

i
匂
践
の
命
で
和
議
を
請
い
に

市
民
に
「
し
っ
た
諸
続
出
(
磁
の
十
八
犬
)
け
川
、
越
T
t
句
践
的
一
斉
葉
を
伝
え
る
際
、
崎
地
五
匂
践
の
こ
と
を
一
系
布
、
民
ハ
ー
土
犬
土
互
の
こ
と
を
「
君

[一、旧日ハ

i
庖
産
(
た
差
の
父
)

の
こ
と
を
つ
-
大

f
一
と
呼
ぶ
す
な
わ
ち
、
白
川
の
[
に
対
し
て
は
謙
っ
て
雰
省
L

と
、
他
同
の



γ

仁
に
対
L
v
A
M敬
志
を
込
め
て
ー
若
王
」
ゃ
ー
天
仁
」
と
呼
ん
で
い
る
の
明
、
あ
る
。
続
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
の

民
士
夫
差
乃

E
治
大
上
九
日
、
「
市
川
制
作
有
大
志
於
品
川
、
五
口
制
作
引
法
成
、
而
姐
訓
育
慮
犬
同
出
版
改
、
再
又
何
求
若
民
ハ
ヂ
改
、
反
行
、

五U
1
世
旅
弱
。
し
申
符
誠

H
、

不
町
一
託
也
H

1

冗
越
非
r
I
忠
心
好
U
ハ
也
、
又
非
儒
食
品
一
九
八
市
之
援
也
。
丈
夫
樋
勇
一
冊
仏
首
謀
、
将
法
一
羽
出
ハ

凶
於
役
i
d

羊
よ
1
、
以
得
打
判
ハ
志
〔
犬
同
川
知
開
国
之
品
域
以
好
勝
成
、
日
奴
!
規
約
日
ハ
降
、
以
従
、
法
王
志
、
使
淫
楽
於
お
夏
之
国
、
以
ph

傷
市
}
口
使
古
川
』
日
ハ
浦
一
肌
人
、
民
人
島
一
然
、
而
口
以
燃
山
伴
、
札
ハ
後
安
4
(

，AE
U

燦
υ

夫
越
丁
七
好
打
h

以
愛
氏
、
同
力
保
之
、
年
殺
時
h

州
、
日
長

1'1吋古代における|の呼称

炎
炎
、
及
古
川
刑
可
以
戦
也
、
為
而
出
品
叩
濯
、
為
舵
将
品
河
。
一
同
九
七
日
、
一
大
夫
美
隆
於
越
、
私
的
円
日
止
以
為
大
由
民
千

υ

衣
無
越
、
川
川
有
門

川
内
以
存
秋
曜
五
u
率
上
に
乃
許
之
成
〈
将
盤
、
越
主
又
使
Y
凶
稽
諒
一
昨

U
、
「
以
山
川
小
品
有
様
子
前
照
け
嵐
広
ボ
性
化
、
足
以
結
信
尖
一
、
以

明
門
為
鉱
山
益

TH
悶
川
田
市
川
中
共
之
域
以
陥
使
之
、
而
胡
重
於
一
地
神
而
口
約
也
U
L

叶
ハ
で
乃
誌
之
、
古
山
成
不
同
日

」
↓
川
町
!
五
日

山ハ刊開」

こ
こ
℃
「
有
王
」
の
呼
称
は
、
山
中
青
、
か
μ
〕八でした
γ
ん
(
向
凶
の

f
)
の
こ
と
を
呼
ぶ
場
合
と
、
同
刷
工
旬
伎
が
使
者

C
あ

合
Y

凶
世
川
町
却
を
通

L
て
叫
ハ
ド
工
夫
差
(
他
ー
一
週
の
γ

仁
)

の
こ
に
を
呼
ぶ
場
合
と
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
磁
議
仁
に
お
い
て
も
何
様
の
例
が
見
え
る
u

越
γ
仁
h

円
減
懐
於
会
稽
之
上
、
乃
号
令
於
山
内
t
H
、

礼
次
父
け
ん
昆
弟
及
川
千
姓
、
有
能
助
本
人
誌
而
退
μ
」
ハ
在
、
吾
jr之
引
ハ
知
越

ー
と
致
。
1

丈
夫
荷
主
対
円
、
「
崖
問
之
賢
人
、
夏
別
資
皮
、
冬
別
資
川
材
、
半
別
資
舟
、
水
別
資
車
、
以
符
之
也
u

夫
健
保
岡
山
々
之

(
昔
、
投
…
試
広
与
爪
リ
イ
之
上
、
不
可
不
義
而
択
山
出
世
白
如

UEu、
時
雨
川
町
出
手
必
求
之
υ

今
回
国
政
桜
於
会
稽
之
1
、
炊
…
後
乃
求
謀
性
、

坐
山
乃
後
乎
、
句
民
日
、

1
m
句
待
問
了

λ
犬
1
/
~

プ
円
、
何
後
1
/
~
L
h
L

執
氏
子
而
守
之
謀
、
選
使
人
と
わ
成
於
呉
、

U
、
「
家
君
匂
問
問
乏
毎
…

所
倍
、
使
其
ト
庄
種
、

小
政
徹
声
河
於
天
王
、
私
於
ト
執
事

U
、
寡
必
之
郎
徒
ア
川
口
止
以
辱
若
英
、
顧
以
金
王
子
火
、
山
附
世
打
hy
」辱、

29 



3ワ

請
匂
践
女
女
於
γ
工
、
十
八
長
女
女
於
ト
八
火
、
上
介
氏
女
於

i
J
越
国
之
主
沼
早
従
、
市
品
汁
心
的
越
同
之
栄
、
以
従
君
z/~

…
帥
徒
、
唯
必
左
右

之
q

u
話川料情出
U
円
之
罪
お
不
可
救
也
、
将
流
宗
朝
、
同
相
主
竿
、
沈
金
石
於
打
、
ト
利
市
中
瓦
千
人
将
以
致
死
、
山
什
必
右
偶

ト寸

刃三

灯、

中

万
人
事
京
也
、
内
乃
即
綴
回
出
之
所
愛
?
っ
守
主
主
人
也
、
引
J

立
有
益
出
也
、
H
〈
銃
翌
九
」
(
寸
凶
器
開
霊
山

1
)

こ
こ

F
は
、
丈
夫
種
が
越
王
旬
日
間
の
こ
と
を
一
れ
T
t
一
と
呼
ぶ
例
と
、
使
者
と
し
て
呉
に
行
っ
た
丈
夫
磁
が
只
[
夫
尤
の
ニ
ル
}
を
「
討

y

」
と
呼
ぶ
例
と
が
は
ら
れ
る
〉
ま
た
、
ト
へ
夫
稔
は
句
践
を
「
向
持
者
h

」
と
呼
ぴ
、
大
よ
を
「
川
人
三
や
「
君
」
と
呼
ん
ご
い
る
。

」
の
よ
、
つ
に
、

立
王

の
同
町
称
は
、
口
岡
山
の
T

七
に
対
し
て
一
一
円
、
つ
場
合
と
、
他
国
の
七
に
対
し
て
一
?
っ
場
介
と
に
大
別
で
き
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
自
国
の
ー
土
を
「
本
有
L
と
呼
び
、
般
国
の
王
を
「
れ
i
L
と
呼
ぶ
例
ち
あ
る
た
め
、

活
-
土
は
敬
意
を
込
め
た
呼

称
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
ま
た
、

一われー土

の
呼
称
は
、

i
憾
だ
筒
、
ζ

同
ヒ
く
、
会
話
正
中
の
み
に
用
い
ら
れ
て
い
る

楚

・

呉

越

の
M
刊
に
「
有
王

の
呼
称
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
出
方
の
!
一
江
江
流
域
の
国
々
が
円
1
く
か
ら

f
せ
を
横
川
和
し
て

い
た
た
め
で
あ
ろ
っ

同
ハ
は
パ
ハ
右
砂
(
議
古
↓
八
正
J
)
、
越
は
込
一
旬
成
立
荊
凶
九
六

1
)
の
時
代
に
は
十
む
を
称
、
し
て
い
た
と
さ
れ
、

君
主

の
M
円
祢
も
伝
統
的
に
使
わ
れ
て
い
た
と
詐
泌
で
き
る
c

方
、
小
原
の
井
出
は
周
-
上
軍
ー
と
の
持
係
か
ら
、
羽
竹
主
は
自
ら

AILす

を
名
乗
ら
ず
、
若

i
に
討
す
る
呼
称
も

1

若

、
J

寸、、、

有
一
ノ
i
L

」
ハ
尽
〉

J

F
」

r

u
J
I
S
J
 

と
こ
ろ
が
、
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
禁
呉
越
以
外
の

回
で
も
、

一おー土

の
呼
称
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
=
戦
M
門
策
』
に
は
、
次
の
よ
、
つ
に
あ
る
υ

(aJ
応
候
円
、
「
諸
制
其
説

L

常
件
小
沢
汁
、
町
、
何
君
見
乙
漁
也
夫
四
川
崎
之
w
庁
、
成
功
者
去
「

L
人昨一

T
U江
明
鋭
、
斗

H
聡

明
現
知
、
量
非
上
之
所
願
守
川
」
応
校

H
、
一然
u

鐙
小
沢
臼
、
バ
対
{
采
義
、
行
進
施
懐
M
K
ド
へ
下
、
!
大
卜
徳
楽
敬
壁
、
頼
、
以
為

岡
田
、
萱
土
可
智
之
断
、
」
7
J
」
応
侯
日
、
枕

u

(
鴨
川
同
総
二
会
法



(bJ
脳
対
日
、

ヂ
然
u

脳
同
十
什
十
八
尚
之
尚
、
諸
侯
万
国
u

何
別
u

徳
厚
之
進
、
持
責

i
之
心
由
。
放
品
外
U

位
農
航
、
出
於
野
郎

而
為
ギ
ヘ
子
〔
(
小
川
町

J

送
以
l

持
有
九
休
、
舜
有
七
友
、
市
内
右
京
丞
、
J

笠
石
橋
、
日
よ
い
及
ん
f
而
能
康
成
名
於
又
ド
帯
都
山
花

H47~

以
問
自
主
主
問
、
不
純

λ
子
、
是
放
置
ハ
人
足
徳
山
陽
功
名
於
後
世
一
昔
、
元
・
盛
時
・
湯
"
問
ー
さ
一
是
也
、

灯、

卜

略
ご
「
放
出
後
"

J

A
門
川
市
J

1'1吋古代における|の呼称

0) 

". 
E a 
)-

i}n凶で

tfd?;F上
長

二二 0) 

)ヨ 11j::

話ぞ
」長
].. iJ ( 
。〉
r、
Zミ

話

干す

す
な
わ
ち
、
伐
出
の
七
町
躍
が
台
践
し
、
々
汁
国
ご
j
十方

の
人
、
説
容
)
し
に
の
会
話
中
、
祭
沢
が
昭
一
一
投
十
に
対
し
て
省
土
と
呼
ぴ
、

b 

で
は
汗

の
呼
称
が
見
え
る
。

を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
戦
問
時
代
以
降
、
「
芯
f
」
と
呼
ぶ
川
例
が
存
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る

r

お
そ
ら
く
市
ん
の

長
江
流
域
の
酒
々
で
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
一
京
王
t

し
た
呼
私
か
ら
も
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
一
同
え
る
た
だ
し
、
問
王
に
つ
い
て
は

の
呼
称
が
中
川
叫
に
も
流
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
間
半
一
キ
の
拭
判
記
は
、
こ
ろ

判
記
ー
=
に
火
の
よ
う
な
例
が
あ
る

ー
え
王
謂
比

T
1
H
、
心
比
例
忠
実
。
し
武
七
対
日
、
夢
帝
ト
H
J

我
九
齢
H

L

t

え
王
日
、
氏
以
為
何
山
山
一
。
し
武
七
円
、
一
刻
方
有
九
河
4

局、

間
出
其
終
撫
諸
〈
」
丈

-
i
H、
ー
非
也
〔
十
h
者
E
附
午
鈴
、
歯
亦
齢
也

v

我
百
縦
九
十
、
五
口
当
鰯
一
お
い
一
-
又
王
九
|
七
ん
終
、
式
七

九
1
a
=
J
m
終勺

¥

d

礼
記

12
人
土
世
了
一

こ
の
筒
紅
白
は
、
同
の
文
王
と
武
!
と
の
会
話
中
、
設
で
が
μ
凡
た
学
の
中
で

ヮ
九
叩
」

F

大

が
式
王
に
対
し
て

1

若
王
と
呼
ん
だ
こ

と
を
不
す
刷
円
で
あ
る

J

し
か
し
、
川
仁
に
対
し
て
お
王

の
同
町
称
が
使
わ
れ
て
い
る
例
は
、

ベコ

iドi
L汁

J
同
経

ぷ回一経」、

Ji;J 
認

な
と
の
伝
世
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
。
従
う
て
、
時
半
d
h
+

明
、
は
冗
求
、
ー
若
土
一

の
呼
称
は
使
用
さ
れ
て
い
な
か
〉
た
可
能
性
が
古
川
い
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と
考
え
ら
れ
る
つ
「
礼
記
h

文
ー
上
世
L
J
の
成
止
時
期
を
碓
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
想
像
を
返
し
く
す
れ
ば
、
戦
同
時
代
以
降
に
寸
若

下
」
の
呼
称
が
中
原
に
流
入
し
、

「
君
で
」

般
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
書
写
さ
れ
た
も
の
が
奥
行
木
と
し
て
伝
わ
っ
た
た
め
に
、

の
呼
称
が
見
え
る
と
い
う
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。

以
上

上
博
楚
簡
と
伝
世
文
献
と
に
お
け
る

「
君
王
」

の
用
例
を
検
討
し
た
。

「
王
」
と
「
若
王
」

と
は

全
く
川

の
呼
称
な
の

で
は
な
い
c

意
識
的
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
じ

ふ
主

(
l
)
1
噂
整
簡
と
は
、
一
上
海
噂
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
合
(
馬
感
源
ふ
丁
編
、
上
海
山
籍
川
版
社
)
を
指
し
、
一

0
0

年
か
ら

C
C
八
苧
ま
で
に

第
八
刀
冊
か
ら
第
七
分
冊
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
(
枇
刊
)
竹
簡
の
卦
写
年
代
に
つ
い
て
は
、
一
五
じ
±
六
五
年
前
と
い
う
中
国
科
学
院

出
原
了
核
研
究
所
の
炭
主
十
四
の
測
定
値
が
制
介
さ
れ
て
い
る
(
「
馬
草
源
先
牛
談
針
簡
」
、
ー
上
博
郎
蔵
戦
同
法
竹
喜
研
究
¥
上
リ
時
台

円
山
版
社
、
ロ
ロ
二
苧
)
一
札
五
心
年
を
止
l

此
と
す
る
国
際
基
準
に
従
え
ば
、
則
。
八
±
六
在
年
ー
と
な
り
、
下
限
は
奈
の
将
補
臼
起
が

同
却
を
内
領
し
た
前
一
七
八
午
と
な
る
可
能
性
が
同
い
た
め
、
書
半
年
代
は
前
三
七
三
年
か
ら
前
二
七
八
年
の
問
と
推
定
さ
れ
る
一
一

(
2
)
木
稿
掲
載
の
上
内
楚
筒

『鄭
子
氷
山
』
と
そ
の
他
の
博
楚
簡
所
以
丈
献
の
本
主
は
、
原
釈
立
と
各
研
究
世
及
び
「
簡
山
制
」

(
『
尽
力

¥¥444J4C羽
田
。
Z
E
¥
)
、
「
復

u
大
w
J
出
土
主
献
り
I
H
I
宇
併
究
中
心
」

(
F
2
U
¥
¥
若
者
宅
ぬ
5
4
2
N
E。
日
¥
巴
丘
E
P
目
立
せ
に
掲

載
き
れ
て
い
る
論
文
・
札
記
を
も
と
に
筆
青
が
確
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
紙
仰
の
都
合
上
、
逐
一
の
、
什
記
を
省
く

(
っ
と
こ
の
箇
所
は
、
原
釈
丈
で
は
「
而
後
楚
邦
」
と
釈
占
さ
れ
て
い
る
が
、
侯
乃
降
氏
の
解
釈
に
従
っ
て
、
「
天
原
楚
邦
」
と
釈
読
す
る
(
「
外
上
博

七
郎
了
家
喪
》
天
後
(
厚
)
楚
邦
」
小
者
」
、
簡
山
綱
、
一

0
0
九
年
月
六

H
)
。

(
4
)
な
お
、
会
話
文
中
に
「

I

十
」
と
の
み
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
広
義
で
の
「

TF
を
指
す

(
5
)
例
え
ば

『左
伝
』
恒
公
f

ハ
干
伝
に
「
楚
武
ム
ム
侵
随
」
と
あ
り
、
「
武
土
」
の
哀
境
が
見
え
る
じ

(
6
)
な
お
、
例
え
ば
虫
記
項
村
本
紀
に
、
以
羽
に
対
し
て
「

4
t」
と
川
町
品
例
が
あ
る
(
「
記
王
与
岬
公
飲
、
雨
中
無
以
為
官
、
請
以
剣
舞
」
)

な
ど
、
伝
川
文
献
l
に
多
数
川
見
え
る
こ
と
か
ら
、
「
君
土
」
の
げ
称
は
後
世
に
継
草
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。



中同古代における干の呼称

(
7
)
た
だ
し
、
出
土
地
山
は
小
明
で
あ
る
が
、
西
周
晩
期
の
全
丈
「
哨
邦
父
作
首
用
社
凶
行
用
従

4γ
に

f
-
J掠
孫
共
万
苧
知
県

L
」
(
「
叔

邦
父
市
」
、
中
同
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
股
出
金
文
生
成
』
第
九
附
(
中
草
書
い
周
、
一
九
八
八
年
)
所
収
)
の
中
に
「
君
子
」
と
見
え

る
c
L
か
し
、
こ
こ
で
の
「
君
土
」
は
、
会
話

I
J

人
中
の
呼
称
、
と
し
て
位
わ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
凪
わ
れ
る

G

な
お
、
諸
侯
と
天
子
と

い
う
意
味
で
「
副
主
」
の
語
句
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
(
「
需
家
副
主
」
(
一
詩
経
小
雅
鴻
惟
之
什
斯

l
)
、
「
室
家
一
家
乙
内
、
立
千

将
生
之
了
、
或
H
為
諸
侯
、
或
且
為
天
L
J
J
(
鄭
玄
議
)

)

C

(
8
)
「
礼
記
ー
の
成
育
年
代
に
つ
い
て
は
大
半
の
崩
は
決
初
の
成

vと
す
る
の
が
通
説
で
あ
っ
た
が
、
邦
所
定
簡
博
楚
簡
と
い
、
つ
般
国
中
期
に

情
ロ
U

守
さ
れ
た
竹
簡
が
発
見
き
れ
、
そ
の
中
に

『札
記
』
と
重
複
す
る
文
献
(
郭
市
楚
筒
・
上
博
楚
簡

『締
ぷ
』
、
上
博
楚
筒
“
民
14
父
は
'
等
)

が
合
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
持
分
が
先
秦
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
川
く
な
っ
た

G

本
一
州
は
、
平
成
卜
年
度

H
本
学
術
振
興
会
-
科
子
研
究
賀
補
助
金
(
特
別
研
究
貝
焚
助
費
)
に
よ
る
叶
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
コ

[
付
記
]

川
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)
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摘要

閥於中園内代“王"的稲呼 以け事楚簡〈鄭二千家喪〉為中心苦察

草野ム;子

本稿主察〈上海博物館蔵明記園佐竹吉)(川承i出1":編， 上海内 ~IPI版村 c

以下簡栴，上博楚簡)和博位丈献巾“二七"興“若二七"的栴呼使用1M別。

上れlJうさ筒〈鄭子家喪)(馬承期、1":編〈上海間物館菰戟岡楚竹書(七))，

卜ii手山籍WI版社， 2008年 12月)的|人j容是郡千家死後，楚~I 王問活 i ，首、凶設

兵欲救鄭，輿楚戦於雨裳，育軍大敗。木篇討論楚大夫殺言部分的範囲，筆

者推測“不"輿晶君プγ 出，11再l呼是碓疋合同丹部分自」重安線索。

探討上博楚筒巾楚土的故事時，可以明確的知道“土"興“若土"的使

川匝別，在説明状況的文中JIJ“T"，而在曾話中十戸十栴T矯“抗 T守口也就

足説，校{壊"王'輿“若王'稲呼的使用同別ロj以認定合話的範囲c 囚此，

可以確定上博楚筒〈鄭子家r~} 中大夫的幾言部分的範囲。

)川E襲，博世文献中島君王"的稀呼是在1念怠E豆、様的f情占 I況兄卜被使L則H~，陀尼フ〈メん「

〈閥語〉巾頻出“若二£正"的稀H呼芋'主要使用在楚、具、越問。在此，主要可

以分潟同種形式， 種是針木閥的T，兄 種是針他閥的T。其中針他岡的

王稀“君王而到本凶的王稿“寡君時'従此我{門知道“若王"足合有敬志

的f再呼コ同時，“君ニ.L"的稀~Í'只用荘輿上博楚筒同線的合話立;巾。

在楚、見、越凶，使用j"多“君王"的稀呼，其原肉吋能是南方的各凶

í~早就1腎稀土競u 方而，中!且的各閥因tt興胤土五的閥係所以不用土競，

釣君1":也只稀潟“君"或“公""1l!是，到 f戟園時代，中原的各園逐出I開

始使用“若王"的得呼}筆者認、f.t，随昔胤王室的衰退和戟凶七雌的拾頭，“若

土"的精呼流入rr原，並被蹟?Z使用。
値得注立的是， {鵡記・文王世チ〉中有!fJ司止に王稀“君王"的例文o

{l:!){， {詩経〉、〈存主主〉、〈岡語〉等惇世丈属ti支有到胤二七使用“若二七"栴wr
的例文，周七雫本来i呈イ可使!+J“君主 稀l呼的可能性{艮向。

キーワード 玉、君玉、楚、 ト海博物館時戦阿楚竹書、 「担iチ家喪」
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